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るので E[F(τ )]=θ . べ
`/)2解

t,て

ブこあ乏大争=チタァ  省とθヶィを/広

嗅

t

M:

k:

kt)

回 2橘 とテ荷ら スス

μ。:′,L後 ,M:ン 、勧 皇

itt; = B1t1 * /tFtrtG(/.r)42
,/a

: r / /z -R(r>= f(r) -/:'{k)//(t7).t T os

「′どr7ζ )́」 二R`t)

だ〕シ‐」=約 ′『
けのJ

Vζ
 ιF′ 7)イ″′7′ )イ 7イ 7′

4=橘 θ坊慮 レス妥 島夜 
°′4・

y.

|ヨ ′3 右
=申

大妻|」 ″′モーノ,卜 え答ィ稽羊″多″ι会,

上ハ́ ヱ ^ャ z′兵ほ うンマス 不だ rぐ よ3)教 て
｀

月ζr 7)は 鋳核  6“ ァリ=ノ/1毛 α`7,ん
7々オ り́′ォ′

夜 を ょ り E EFに )日7]二
/鋳

ζωポ
行

Laυ とηグ εr′ ゎ レ #ぇ 夕傷
^生

ネ過稚 のたの哺

0女々 とな ろ。 SF(ω )"F“ )っ ′マヮー ス～
クトノιてぁ ろ。 SF●ハ κ

ん とする中央 貞つ

由げ■―ノ,卜 の実動を回′3′ Qふ こでぁる。/」ユ含驚2は 平均値 ′之 ,の 失輩はそぇそオリ
『

準イ九夕ん生
Zlυ ネιたレ める。米子万ズ縁

`ェ

1司 t街 ■に対イろ現イ子
=表

計 t― /ニ トてぁる。

lo‐

M`t)
綸

"`:)

図 1%血 口 凸 つクJ

-18-




